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市報

特集 『横手スタイル』で元気なまちに！仲間と力を合わせて

題字：矢口高雄氏（漫画家・横手市功労者）
題字の紹介は18ページをご覧ください。

４月17日、市スポーツ少年団大雄支部の結団

式と交流会が行われました。８つの単位団が

入り交じって、普段はライバル同士の団員た

ちが仲間として力を合わせて綱引きに挑戦。

この１年間の活動で、心と体を鍛えることを

誓いあいました。（関連記事11ページ）
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産業振興 地域づくり

　

み
な
さ
ん
は
横
手
と
聞
い
て
何

を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

か
ま
く
ら
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
、
増

田
の
蔵
、
横
手
や
き
そ
ば　
　

。

他
に
も
横
手
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
横

手
に
あ
っ
た
も
の
の
良
さ
を
磨
き

上
げ
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
価
値
を
何
十
倍
に
も
高
め
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

観
光
の
目
玉
と
な
る
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち

の
住
む
横
手
市
に
は
、
ア
イ
デ
ア

一
つ
で
地
域
を
元
気
に
す
る
横
手

ブ
ラ
ン
ド
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
道
の
駅
十
文
字
に
あ

る
『
ふ
れ
あ
い
直
売
十
文
字
』
は
、

会
員
同
士
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
地
元
の
農
産
物
や
そ
の

加
工
品
な
ど
を
販
売
。
オ
ー
プ
ン

３
年
目
に
し
て
年
間
売
り
上
げ
２

億
円
を
突
破
し
、
来
場
者
も
年
間

70
万
人
を
超
え
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト

と
な
り
ま
し
た
。
年
間
70
万
人
と

い
え
ば
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
匹

敵
す
る
来
場
者
数
で
す
。

□
□ 

い
も
の
ね
だ
り
で
は
な
く

□
□ 

「
あ
る
も
の
磨
き
」
を
！

　

現
在
、
市
は
「
横
手
ら
し
さ
に

磨
き
を
か
け
、
世
界
に
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
、

時
代
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
で
横

手
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
と
は
、
農
産
物
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
伝
統
や
文
化
、
風
景
や
祭
り

な
ど
、
地
域
の
中
で
活
用
で
き
る

も
の
す
べ
て
を
さ
し
ま
す
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
特
技
も
資

源
の
一
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
が
新

た
な
産
業
を
生
み
出
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
『
あ
る
も
の
磨

き
』
を
し
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る　
　

。
こ
れ
が
私
た
ち
の

『
横
手
ス
タ
イ
ル
』
で
す
。
市
で

は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
内
外
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、
横
手
ス
タ
イ

ル
で
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
挑
戦

す
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

□
□ 

域
の
特
性
を
活
か
し
た
市

□
□ 

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
４
月
に
発
足
し
た
『
地
域

づ
く
り
協
議
会
』
は
、
ま
さ
に
市

民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
る
重
要
な
仕
組
み
の
一
つ
で

す
。
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
市
民
と
行
政

が
と
も
に
考
え
、
協
働
で
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
は
、
地
域
の
課
題
や
資
源

を
見
つ
め
直
す
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
気
づ

く
の
は
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
良
さ
や
課

題
を
探
る
に
は
、
多
く
の
人
に
地

域
に
ふ
れ
て
も
ら
っ
て
対
話
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
横
手
に
移

り
住
ん
で
き
た
人
や
観
光
客
が
何

気
な
く
こ
ぼ
し
た
一
言
が
、
思
い

も
し
な
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
に
結
び

つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

　

横
手
市
は
、
食
と
農
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
横
手
や
き
そ
ば
や
い
ぶ
り
が

っ
こ
、
増
田
の
蔵
や
出
前
か
ま
く
ら
の
海
外
進
出
な
ど
、
魅
力
あ
る
『
横
手
ら

し
さ
』
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
か
ら
５
年
目
を
迎

え
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
む
横
手
市
。
市
民
が
主
役
の
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
は
、
食
と
農
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
横
手
や
き
そ
ば
や
い
ぶ
り
が

っ
こ
、
増
田
の
蔵
や
出
前
か
ま
く
ら
の
海
外
進
出
な
ど
、
魅
力
あ
る
『
横
手
ら

し
さ
』
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
か
ら
５
年
目
を
迎

え
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
む
横
手
市
。
市
民
が
主
役
の
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
横
手
ス
タ
イ
ル
　
で
元
気
な
ま
ち
に
！

　
横
手
ス
タ
イ
ル
　
で
元
気
な
ま
ち
に
！

特
集
　
磨
き
上
げ
る
『
横
手
ら
し
さ
』

□□　特性を活かした地域づくり□□

　地域の特性を活かし、市民が主役の地域づくり
を進めるため『地域づくり協議会』を設置しまし
た。４月５日から20日にかけて８地域（旧自治体
ごと）の協議会が発足。市民と行政の協働による
新たなまちづくりがスタートしました。

◆元気の出る地域づくりを応援
　地域の課題への対応やイベントなど、地域が個
性を発揮したまちづくりを進めるための予算を約
２億円に倍増することとしています。

【元気の出る地域づくり事業】
市地域づくり支援課　35-2158

□□　対話でつくる市政□□

　新たなまちづくりに向けて、広く市民のみなさ
んの声を聴き、市政に反映させるため、地域づく
り協議会との連携を図りながら、市長と市民との
対話の機会を設けます。　　【私のまちの市長室】

　また、『市長への手紙』を継続し、きめ細やか
で開かれた市政を目指します。みなさんが感じて
いる市政に対するの意見や要望、アイデアなどを
お寄せください。　　　　　　　【市長への手紙】

　『市長への手紙』の送り先

　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所 市長公室広報広聴担当
　　　　　　　　　　「市長への手紙」係あて
　
　　35-2162、　 hisho@city.yokote.lg.ip
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　新たなまちづくりに向けて、広く市民のみなさ
んの声を聴き、市政に反映させるため、地域づく
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な

地

□□　新たな横手ブランドの発掘□□

　引き続き『食と農からのまちづくり』の取り組
みを核として、全国的なブランド価値を確立した
手に入れた横手やきそばや山内いぶりがっこに続
く、地域に根ざした特産品掘り起こしと商品の開
発を進めます。
　また、食文化だけでなく『食と
農』を切り口に農業と商工業を結
びつけ、地域に元気を与える取り
組みを展開していきます。

　　　　　【食と農からのまちづくり事業】
市マーケティング推進課　45-5537

□□　『横手発』の“ものづくり”を支援□□

　ものづくりをする企業の振興を進め、産業の活
性化と雇用促進を図るため、新技術の導入や高度
化などを目指す地域の企業を応援します。（詳し
くは７ページ）　　　 【ものづくり創造支援事業】

市商工労働課　45-5516

□□　産学官の連携による取り組み□□

　昨年８月に県内で初めて開設された秋田大学横
手分校。文化的な市民講座に加え、市とともに企
業や市民団体と連携した取り組みを目指していき
ます。　　　　　　　　　　　 市長公室　35-2189

□□　“６次産業化”で収益力アップ□□

　１次産業（農業）×２次産業（製造業）×３次産業
（商業）の連携による“６次産業”化を推進し、官民
を挙げて農産物の付加価値を高める取り組みをし
ます。そのため、４月に発足した産地収益力向上
協議会に生産技術、担い手育成、販売企画、直売
加工の各部会を設け、実験農場などの市独自の取
り組みとの連携を図ります。

市農業政策課　45-5522

特集　横手スタイル　で元気なまちに！特集　横手スタイル　で元気なまちに！
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子育てと教育 住まいと健康

□□　環境にやさしい住まいへ□□

　地球温暖化対策の切り札ともいえるクリーンエ
ネルギーの導入を進めるため、住宅用太陽光発電
システムの設置費用を助成しています。

【住宅用太陽光発電普及促進事業】
　　　　　　　　　　　　市経営企画課　35-2164

　　 県内ナンバーワン

□□　住宅リフォームの費用を補助□□

　市民の生活環境の向上と、市内産業の雇用を守
るため、住宅の修繕や増築の工事を、市内事業所
を利用して行う人に補助をします。

【住宅リフォーム促進事業】
市建築住宅課　35-2224

□□　健康に磨きをかける□□

　健康の駅を拠点とした活動を推進して、市民の
心と体の健康づくりを応援します。また、高齢者
の腰痛や膝痛などを緩和し、充実した生活を送れ
るように『よこてらくらく体操』の普及にも力を
入れています。　　　　　　【健康の駅推進事業】

健康の駅推進室（東部）　35-2127

□□　高齢者が元気な社会へ□□

　地域包括支援センターを中心に、運動器の機能
向上や栄養改善、閉じこもりや認知症の予防など
を健康の駅との連携を図りながら支援します。

【介護予防事業など】
地域包括支援センター（西部）　35-2135

　昨年度、横手市の制度
を利用した住宅用太陽光
発電システムの設置件数
は102件で、秋田県内で
第１位となっています。

　
　 

た
ち
の
暮
ら
し
に
息
づ
く

　
　 

横
手
ス
タ
イ
ル 

　

横
手
ス
タ
イ
ル
に
は
も
う
一
つ

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
横

手
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
す
。
子
育

て
や
健
康
づ
く
り
、
雇
用
を
守
る

市
独
自
の
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
環

境
へ
の
意
識
や
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

活
動
も
す
べ
て
大
切
な
地
域
資
源

で
す
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
軸

と
し
た
私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の

が
魅
力
あ
る
横
手
ス
タ
イ
ル
と
い

え
る
の
で
す
。

　

新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
る
も
の

を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
る
の
が

横
手
ス
タ
イ
ル
。
そ
の
ス
タ
イ
ル

を
着
こ
な
す
た
め
に
は
何
事
に
も

挑
戦
す
る
姿
勢
と
そ
れ
を
認
め
合

え
る
仲
間
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
、
身
近
な
地
域
に
目
を
向

け
て
自
分
な
り
の
横
手
ス
タ
イ
ル

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

幸
せ
な
と
き
に
自
分
の
幸
せ
を

客
観
的
に
実
感
す
る
の
は
難
し
い

も
の
で
す
。
不
況
の
真
っ
只
中
で

あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
私
た
ち
な
り
の
幸
せ
を

再
確
認
す
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

見
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
他
で
も
な

い
私
た
ち
自
身
で
す
。

私

□□　市独自に保育料の負担を軽減□□

　秋田県では、独自に県と市が協力して保護者が
負担する保育料の助成を行っています。この事業
は、平成21年８月から一部の
対象者に対する助成が縮小さ
れましたが、横手市ではその
分を独自に上乗せして応援し
、すべての人が従来どおりの
軽減を受けられます。【すこやか子育て支援事業】

市子育て支援課　35-2133

□□　未就学児童の医療費を無料に□□

　横手市では、小学校入学前の児童にかかる医療
費（保険適用分）の自己負担相当額を所得による
対象者の制限なく助成しています。

【福祉医療制度・乳幼児医療費助成】
市国保市民課　35-2186

□□　教育資金の貸付制度を継続□□

　地域の雇用情勢が未だ改善されない中、解雇な
どにより子どもの就学や進学にかかる費用の調達
が困難な人を応援します。
　貸付は無利子で、１世帯あたり10万円を限度に
　応援します

【緊急教育資金貸付事業】
市学校教育課　22-2152

□□　地域で子育てを応援□□

　子育ての援助を受けたい人と行いたい人が会員
となり、育児について助け合う組織を設置し、働
く人々の仕事と子育ての両立を応援しています。
　平成21年４月から病児サポート活動をスタート
　しています

【ファミリーサポートセンター】
市ファミリーサポートセンター（本部）　35-7211

市政の窓（行政報告）

　

４
月
８
日
、
学
童
保
育
『
あ
さ

く
ら
』
が
朝
倉
小
学
校
隣
り
に
完

成
し
開
所
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
朝
倉
小
学
校
２
年

の
佐
藤
颯
太
さ
ん
と
佐
藤
夏
希
さ

ん
が
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述
べ

た
あ
と
、
戎
谷
悠
哉
さ
ん
と
伊
藤

紬
さ
ん
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
施
設
の
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
『
あ
さ
く
ら
』
は
小

学
１
・
２
年
生
の
児
童
を
対
象
に

定
員
60
人
で
運
営
。
中
に
は
７
日

に
入
学
し
た
ば
か
り
の
児
童
も
い

て
、
新
し
い
友
達
と
元
気
い
っ
ぱ

い
に
遊
ぶ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 開所を祝ってテープカット

そ
う 

たえ
び
す
や 

ゆ
う 

や

つ
む
ぎ

　

市
で
は
、
３
月
に
横
手
市
地
域

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
る
『
地
域
』
に
着
目
し
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
計
画
で
す
。
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
昨
年
５
月
に
福
祉

関
係
者
や
地
域
の
代
表
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
を
組
織
。
地
域
の
実

状
を
踏
ま
え
な
が
ら
計
６
回
の
会

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
の
基
本
理
念
は
『
み
ん
な

が
主
役
！ 

み
ん
な
で
つ
く
る 

人

に
や
さ
し
い
ま
ち
横
手
』
。
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
で
「
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す

る
べ
き
か
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

考
え
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
『
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
』
を
み
ん
な
で

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
施
設
で
放
課
後
も
安
全
に

学
童
保
育『
あ
さ
く
ら
』で
開
所
式

　

４
月
16
日
、
長
年
に
わ
た
っ
て

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
尽

く
さ
れ
た
功
労
者
と
平
成
21
年
度

に
全
国
規
模
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
る
『
横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
』
の

授
与
式
が
市
内
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
、
五
十
嵐
市
長

が「
ス
ポ
ー
ツ
の
活
躍
は
、市
民
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
」

と
栄
光
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
横
手
市
体
育

協
会
表
彰
も
同
時
に
行
わ
れ
、
各

競
技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選

手
と
監
督
・
指
導
者
な
ど
６
４
２

人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受

賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
体
育
功
労
者

○
齊
藤
實
（
横
手
市
体
育
協
会
）
＝

　

野
球
審
判
員
、
野
球
団
体
役
員
と

　

し
て
軟
式
野
球
の
普
及
振
興
と
横

　

手
・
平
鹿
支
部
組
織
の
統
一
、
秋

　

田
わ
か
杉
国
体
軟
式
野
球
競
技
の

　

成
功
に
貢
献
。
秋
田
県
野
球
協
会

　

理
事
、
秋
田
県
軟
式
野
球
連
盟
副

　

理
事
長
、
同
横
手
支
部
長
。

◆
競
技
優
秀
者

○
谷
隼
人
（
県
特
別
支
援
学
校
体
育

　

連
盟
）
＝
第
９
回
全
国
障
害
者
ス

　

ポ
ー
ツ
大
会
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　

ー
ル
第
２
位

○
鈴
木
健
太（
大
曲
養
護
学
校
）＝
第

　

９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
２
位

○
佐
藤
理
紗（
横
手
養
護
学
校
）＝
第

　

９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
３
位

○
小
林
航（
横
手
高
等
学
校
）＝
第
17

　

回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会

　

カ
デ
男
子
エ
ペ
第
５
位

○
小
川
佳
奈
子（
横
手
高
等
学
校
）＝

　

第
17
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

　

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
エ
ペ
第
８
位

○
阿
部
魁（
横
手
養
護
学
校
）＝
第
９

　

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
フ

　

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
第
１
位

○
高
橋
侑
子（
横
手
養
護
学
校
）＝
第

　

９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

陸
上
競
技
１
０
０
ｍ
第
４
位

○
石
田
あ
か
ね
（
横
手
清
陵
学
院
高

　

等
学
校
）
＝
平
成
21
年
度
全
国
高

　

等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

女
子
１
０
０
ｍ
第
２
位

○
萩
原
和（
横
手
清
陵
学
院
中
学
校
）

　

＝
第
40
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
ク
ラ
ス

　

Ｂ
１
０
０
ｍ
第
３
位

○
向
川
桜
子（
角
館
高
等
学
校
）＝
第

　

65
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
少

　

年
女
子
大
回
転
第
１
位

○
雄
物
川
高
等
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
部
（
細
川
卓
弥
、渡
邊
貴
央
、

　

小
西
宏
明
、藤
原
優
、佐
藤
秀
一
、

　

寺
村
将
太
郎
、長
瀬
拓
信
、中
村
凌

　

大
、安
部
隼
人
、小
林
賢
志
郎
、保

　

坂
風
太
郎
、大
山
健
太
、後
藤
由
磨
、

　

高
橋
雄
斗
、髙　

準
康
）

たゆまぬ努力を
讃えて

平成21年度
横手市スポーツ賞授与式

競技優秀者10個人、１団体
体育功労者１人を表彰高橋教育長から表彰状を授与される谷隼人さん

体育功労者
齊藤 實氏（横手）

　

計
画
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
市
福
祉
環
境
部
社
会
福
祉
課

（　

３
５
‐
２
１
３
２
）
ま
で
。

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

横
手
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

ひざ

特集　横手スタイル　で元気なまちに！特集　横手スタイル　で元気なまちに！
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横手市ものづくり創造支援事業の募集
～地域企業を応援します～

　市では、新技術の導入および技術の高度化を目指す意
欲的なものづくり企業者の育成を図り、産業の活性化と
雇用の促進を図るため、４つの事業を策定しました。
　「まずはやってみる」これから始めてみませんか。
◆対 象 者　市内中小企業、または市内中小企業を含む
　　　　　　企業連携する団体
◆対象業種　製造業および情報サービス業

【事業１】アドバイザー導入等支援事業
　新たな製品、技術開発に限らず、経営戦略など企業の
課題解決に向けた、専門家の受け入れに要する費用の一
部を助成するものです。
◆対象経費　専門家の謝金と移動に要する経費の一部
◆補 助 率　対象経費の10／10以内（上限60万円、おお
　　　　　　むね３回程度の受入れに要する経費）
◆申込期限　６月15日（火）

【事業２】産学連携スタートアップ支援事業
　主に市内で行う国内外大学等高等教育機関、公設研究
機関と新技術、新製品に関する共同研究に要する費用の
一部を助成するものです。
◆対象経費　指導料、施設利用料、外注費など
◆補 助 率　対象経費の１／２以内（上限50万円）
◆申込期限　６月15日（火）

【事業３】新製品、新技術創造支援事業
　横手市発の新製品、新技術で、自社開発した商品の開
発に要した費用の一部を助成するものです。
　※平成22年度中に完成または完成見込みのもので、新
　　規性、雇用の創出等が見込める事業を対象とします。
◆対象経費　原材料等の購入、機器の購入、外注費など
◆補 助 率　対象経費の10／10以内（上限500万円）
◆申込期限　12月28日(火)

【事業４】ものづくり販路拡大支援事業
　自社開発商品の商談を目的とした、国内外の大規模展
示会または見本市への出展に要する費用の一部を助成す
るものです。
◆対象経費　出展料、装飾、工事費など
◆補 助 率　対象経費の１／３以内（上限50万円）
◆申込期限　６月15日（火）

＊全事業留意点
　全事業の補助については、事業計画等の申請内容を
　審査し、予算の範囲内で可否を決定します。
＊申込み・問合せ　　
　市産業経済部商工労働課（増田庁舎内）　45-5516
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■『横手市農商工等連携調査事業補助金』
　横手市における農商工連携の促進を図るため、当該２
事業者以上で連携する団体を対象に補助します。
◆補助要件
　市内に住所を有する中小企業者と農林業者等が連携活
　動事業を行うこと
◆対象経費
　事業化に向けた調査にかかる経費（専門家謝金、旅費、
　マーケティング調査費、委託費など）
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限100万円）

■『横手市魅力あるお店づくり支援事業補助金』
　お店の魅力づくりやイメージアップを図るため、中小
商業者等が実施する店舗づくり事業を支援します。
◆対象者
　市内に住所を有する個人または市内に主たる事業所を
　有する法人等
◆対象経費
　店舗内外の改築等およびこれらと一体として整備する
　設備、備品等にかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限50万円）

■『商い賑わい創出事業補助金』
　商業活性化のために商店街等が商業と結びついたイベ
ント等を実施する場合に補助します。
◆対象者　
　商工会議所、商工会、商店街振興組合、商店街（会）団
　体、事業者グループ（３店以上）、ＴＭＯ等
◆対象経費　
　イベント等を開催する際にかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限30万円）

■『商い賑わいエキスパート（名人）育成事業補助金』
　商店街等の事業者の資質向上、商店の魅力向上を図る
事業に対し補助します。
◆対象者　
　商工会議所、商工会、商店街振興組合、商店街（会）団
　体、事業者グループ（３店以上）、ＴＭＯ等
◆対象経費　
　研修会・勉強会・調査研究事業などにかかる経費
◆補助率
　対象経費の１／２以内（上限20万円）

＊＊＊上記補助金事業の申込期限　５月31日（月）＊＊＊

◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格を
　　　　　　お持ちの方が対象になりますの
　　　　　　で、事前に市建築住宅課までご
　　　　　　確認ください。（家賃は所得額
　　　　　　によって異なります）
　　　　　　※暴力団員(同居を含む)は応募
　　　　　　　できません。
◆申込方法　市建築住宅課窓口または各地域
　　　　　　局産業建設課にある申込書に所
　　　　　　定事項を記載し、必要となる書
　　　　　　類を添付して申し込みください。
　　　　　　（郵送不可）
　　　　　　※申込者多数の場合、抽選とな
　　　　　　　ります。
◆申込期間　５月６日（木）～14日（金）
◆抽 選 会　５月28日（金）の予定（入居条件
　　　　　　を満たす方に連絡します）
◆入居予定　６月中旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（横手庁舎
　　　　　　内）　35－2224、または各地域局
　　　　　　産業建設課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く）

①公営住宅

名　　称
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）

築年度
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10

間取り
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
52,500～
30,000
50,000

募集戸数
４
５
１

地域名
平　鹿

大　森

『横手市企業緊急雇用安定事業補助金』
　一時的に休業等を実施した事業所に対し、その経
費の一部を補助しています。これまでの申請期限は
平成22年３月31日までとしていましたが、平成23年
３月31日まで延長しました。

名　　称
南朝日が丘住宅
南朝日が丘住宅セカンド
赤谷地住宅
吉沢住宅
五十田団地
醍醐団地
第二道川団地
下鶴田団地
上掵住宅
十五野住宅
旭団地
ニュータウンいわせ
大雄東団地

築年度
Ｓ58
Ｈ１
Ｓ52
Ｓ54
Ｈ11
Ｈ18
Ｓ53
Ｈ15～
Ｓ46～
Ｓ50～
Ｈ17
Ｈ10
Ｓ51～

間取り
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ～
２ＤＫ～
２ＤＫ～
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
18,000～
16,500～
12,300～
14,000～
20,900～
28,200～
11,300～
23,500～
7,300～
10,900～
24,500～
18,000～
11,100～

募集戸数
１
１
１
１
１
１
１
２
４
３
１
１
２

はば

地域名

横　手

平　鹿

雄物川

十文字

山　内
大　雄 
②特定公共賃貸住宅

市政の窓（行政報告）

旧
保
呂
羽
小
を
改
修
し

地
域
住
民
の
活
動
拠
点
に

新
・
前
田
公
民
館
で
完
成
式
典

　

旧
保
呂
羽
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
改

修
し
、
新
た
に
前
田
公
民
館
と
す
る
工
事

が
２
月
末
に
完
成
し
、
４
月
18
日
に
完
成

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
同
公
民
館
を
利
用
す
る
前

田
、
坂
部
両
地
区
の
住
民
な
ど
約
40
人
が

出
席
。
佐
藤
克
男
館
長
が
「
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
、
地
域
住
民
の
活
動
の
拠
点
と

し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
五
十
嵐
市
長

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
実
を

結
ん
だ
。
地
域
を
挙
げ
て
〝
こ
こ
に
拠
点

を
〞
と
の
思
い
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
う

れ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
公
民
館
の
入
り
口
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
う
と
、
早
速
、
２
階
の
交

流
ス
ペ
ー
ス
で
地
区
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

八
沢
木
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
保
呂
羽
小
学
校
は
、
大
森
地
域
の
学

校
統
合
に
よ
り
平
成
19
年
３
月
に
閉
校
。

老
朽
化
し
た
旧
前
田
公
民
館
が
、
平
成
20

年
に
県
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
保
呂
羽
地
区
会
議
な

ど
を
中
心
に
地
域
住
民
が
空
き
校
舎
へ
の

公
民
館
移
転
を
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　

新
公
民
館
は
、
家
庭
科
室
や
図
工
室
な

ど
の
特
別
教
室
棟
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

２
階
建
て
）
９
０
８
平
方
㍍
を
改
装
。
畳

敷
き
の
交
流
室
や
調
理
体
験
室
な
ど
６
つ

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
や
地
域
文
化
の
伝
承
活
動
な
ど
へ
の

利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
赤
坂
総
合
公
園
内
に
完
成
し

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
が
、
間
も
な

く
一
般
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

赤
坂
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

５
月
15
日
か
ら
一
般
利
用
で
き
ま
す

◆利用開始　５月15日（土）
◆利用時間　午前 8：30～正午
　　　　　　午後 1：00～5：00
◆休 場 日　毎週月曜日（祝日
　　　　　　等の場合は翌日）
◆料　　金　大人300円
　　　　　　子供100円　　　　　　
◆問 合 せ　横手体育館
　　　　　　　33-2102

　グリーンスタジアムよこて隣接地に
　整備されたコースです

　　　　　　
◆問 合 せ　横手体育館
　　　　　　　33-2102

　グリーンスタジアムよこて隣接地に
　整備されたコースです

新公民館の完成を祝って行われたテープカット

住
　宅
住
　宅

市営住宅の入居者を募集します　～申込は５月14日まで～

補
助金
補
助金

横手の活性化のために、活用ください！～各種補助金のお知らせ～
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教
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市長面会日のお知らせ
◆日　　時／５月27日(木)午前９時～10時30分
◆申込期限／５月24日(月)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111（内線1033,1034）

　

　
　固定資産税の納税通知書と課税明細書について
　５月中旬に固定資産税の「納税通知書」と「課税明細
書」をお届けします。この課税明細書により、固定資産
の評価額や資産がどこにあるかを知ることができますの
で、明細書が届きましたら内容をご確認ください。
※固定資産税の納期は１期（５月末日）から５期（翌年
　の１月末日）までの５回となっています。
　建物を取り壊した場合は
　登記されている建物を取り壊したときは、法務局で「滅
失登記」の手続きをしてください。また、登記していな
い建物や滅失登記ができないときは、市財務部資産税課
または各地域局地域振興課に「家屋滅失届」を提出して
ください。建物の税金は、市で取り壊しを確認した翌年
から課税されなくなりますので、早めの手続きをお願い
します。
◆問合せ　市財務部資産税課（横手庁舎内）  32-2767、
　　　　　または各地域局地域振興課

　傍聴を希望される方は、
横手庁舎７階の傍聴席に直
接お越しください。なお、
団体での傍聴は事前に議会
事務局までご連絡ください。
◆日　時　５月10日(月)　午前10時から
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）　32-2535

議会を傍聴しませんか

市議会５月臨時会開催（予定）のお知らせ

次世代育成地域協議会委員を募集します
あなたの意見を子育て支援に反映させます

　市では、次代の社会を担う子どもたちが健やかに生ま
れ育つことができ、男女が互いに尊重・助け合いながら
安心して楽しく子育てができる家庭と地域社会をつくる
ため、子育て支援事業に取り組んでいます。
　この事業に対して、評価や新しい視点からのご意見を
いただき、より一層計画を推進するため『横手市次世代
育成地域協議会委員』を募集します。子育て経験豊富な
方、子育て真っ最中の方、これからの次代を担う高校生
などの積極的な参加をお待ちしています。
◆応募資格　子育てに関心のある方で市職員、市議会議
　　　　　　員以外の方
◆募集人数　一般市民３～４人、高校生３人
　　　　　　※応募者多数の場合は選考を行います
◆活動内容　年３回程度、会議を予定
◆報　　酬　１回あたり3,000円
◆任　　期　２年間
◆応募期限　５月20日（木）
◆応募方法　電話、ファクス、メール等でご応募ください
◆応 募 先　市福祉環境部子育て支援課（大森庁舎内）
　　　　　　　35-2133、　26-2118
　　　　　　　kosodate@city.yokote.lg.jp

　

　
　横手市地域自立支援協議会では、障がい者の方やその
ご家族が抱えるさまざまな悩みを、専門の相談員がお受
けする『障がい者総合相談会』を開催します。 ぜひ、
この機会にご相談ください。　
◆期日・場所　

◆開催時間　 午前10時～午後３時
◆問 合 せ   市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）
　　　　　　 　35-2132、　26-2118

障がい者総合相談会のお知らせ

５月６日(木) 増田地域局
６月３日(木) 山内地域局
７月１日(木) 大雄地域局
８月５日(木) 平鹿地域局
９月２日(木) 大森地域局

地　域
雄物川地域
大森地域
山内地域
大雄地域
平鹿地域
十文字地域
増田地域
横手地域

問合せ
  22-2157
  26‐4030
  53‐2933
  52‐3905
  24‐0007
  42‐5113
  45‐5514
  33‐9600

期　日
５月９日(日)・16日(日)
５月13日(木)・14日(金)
５月19日(水)～21日(金)
５月20日(木)・21日(金)
６月５日（土)・６日(日)
６月８日(火)・10日(木)・11日(金)
６月14日(月)～16日(水)
６月18日(金)～21日(月)

  毎年１回の予防注射を
　狂犬病予防注射は、毎年１回の接種が法律で義務付け
られています。今年度の春期集合狂犬病予防注射の日程
は次のとおりです。予防注射は、お住まいの地域以外で
も受けられますので、直接会場へお越しください。また
登録手続きも行いますので、新しく犬を飼われた方はぜ
ひこの機会をご利用ください。
◆日程・問合せ
　狂犬病予防注射の実施会場、時間等の詳細については
　各地域局保健福祉担当へお問い合わせください。

◆当日持参する物
　・愛犬手帳または犬鑑札
　・予防注射料　3,070円（うち注射済票代550円）
　【新しく犬の登録をする場合】
　・登録手数料　3,000円

『狂犬病予防注射』を忘れずに！

ご活用ください『よこて学びバンク』

　よこて学びバンクとは？
　多様化する市民のみなさんの学習意欲に応えるため、
豊富な知識・技能・経験等をもつ指導者・リーダー（個人）
や団体を『人財バンク』『サークルバンク』に登録し、
市民活動や生涯学習活動の際、講師として照会するシス
テムです。なお、指導者やリーダーを大切な学びの財産
と考え、名称を人材ではなく〝人財〟としています。
◆活用方法
　①利用・登録したい方は随時下記までご連絡ください。
　　※登録者リストなどの詳細は市ホームページをご覧
　　　ください。　
　②生涯学習課の担当者が登録者の対応確認や照会、利
　　用者との連絡方法などの調整を行います。調整後は、
　　利用者と登録者との直接の話し合いで詳細（日程や
　　謝礼など）を決めてもらいます。
◆問合せ　
　市教育委員会教育総務部生涯学習課（雄物川庁舎内)
　　22-2155

『世話まげ人』を募集します

　４月７日、不燃ごみ収集の際に、引火性の強い可
燃物が原因と思われる収集車の火災が発生しました。
幸い大事には至りませんでしたが、収集作業に遅れ
が生じました。ひとつ間違えば、人命にかかわる重
大な事故につながり兼ねません。また、約1,100万円
もするごみ収集車が使用できなくなることもありま
す。車両火災防止のために、分別ルールの徹底をお
願いします。
＊カセットボンベ、スプレー缶　　 資源ごみ(カン)
　噴射口から音が出なくなるまで使い切り、穴を開ける
＊使い捨てライター 　  不燃ごみ
　ガスを使いきり着火しないことを確認する
◆ごみを出す前に『ごみの分け方
　と収集日程表』『家庭ごみ分別
　おたすけ帳』を十分に確認しま
　しょう。各冊子は、各地域局ま
　たは市ホームページにあります。

■ごみの搬入受入日のお知らせ
　各環境保全センターの一般ごみの搬入受入日は、
下記のとおりです。引越し等で家庭から一時的に多
量に出るごみや、事業活動(商店等)から出る一般廃
棄物は、最寄りの保全センターに確認のうえ、直接
搬入してください。
◆受入日　月曜日から金曜日(祝祭日を除く)、第３日曜日
◆受入時間　午前８時30分～午後４時30分
◆東部環境保全センター　　33-3996
◆南部環境保全センター　　42-1403
◆西部環境保全センター　　26-2108
◆問合せ　市福祉環境部環境課(大雄庁舎内)　35-2184

ごみ収集車が火災!!
燃え殻から出てきたのは…
使い捨てライターとカセットボンベ

みんなで
協力しよう！
みんなで

協力しよう！

　市では今年度、非婚化・晩婚化
対策を通じた少子化対策の一環と
して、出会いを望む独身男女のみ
なさんに、出会いの機会を創出す
る事業の実施を予定しています。
　そこで、みなさんの周りにいる友人や同僚・先輩・後
輩など〝幸せになってもらいたい〟という独身男女の方
を勝手に、時には強引に応援する(＝世話まげる)『世話
まげ人』を募集します！
　なお、市の世話まげ人リストに登載後は、世話まげ人
による『世話まげ隊』を結成し活動してもらいます。
　世話まげ人の任務
　＊「世話まげイベント」の企画・実施
　＊出会いイベントへの協力および参加者の勧誘
　※活動は無償ボランティアとなります
◆応募資格　満20歳以上の横手市民で、１人以上の応援
　　　　　　対象者がいる方
◆募集人数　30人程度
　　　　　　※応募者多数の場合は選考を行います
◆応募期限　５月28日(金)必着
◆応募方法　
　任意の様式に氏名・住所・生年月日・電話番号および、
　応援したい方の性別・年代・お二人の関係（個人が特
　定させる事項は必要ありません）を記入して、郵送・
　ファクス・メールで応募してください。
◆申込み・問合せ　
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号　
　横手市役所　総務企画部経営企画課 
　　35-2164、　33-6061、　kikaku@city.yokote.lg.jp

  必ず登録をしましょう

　生後90日を過ぎた犬は、必ず登録を行わ

なければなりません。一度登録すれば生涯

有効ですが、引越しをしたときや飼い主が

変わったときは変更届、死亡したときは死

亡届が必要です。

婚活応援!婚活応援!

募
　集
募
　集

募
　集
募
　集

福
　祉
福
　祉

ペ
ット
ペ
ット

税
　金
税
　金 固定資産税の納税通知書と課税明細書

５月中旬にお届けします

10月７日(木) 横手地域局
11月４日(木) 十文字地域局
12月２日(木) 雄物川地域局

２月３日(木) 全市対象
　　　　　　※場所未定

○軽自動車税全期
○固定資産税１期
納期限は５月31日です

◆納期限を過ぎる場合は納税相談にお越
　しください。
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○軽自動車税全期
○固定資産税１期
納期限は５月31日です

◆納期限を過ぎる場合は納税相談にお越
　しください。
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518
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みなさんから届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。

「地元の野菜を食材に！」 　【よこて発酵厨房 蔵ら】
「いつでも、横手産の食材をＰＲ、応援します！」　

　　　　【横手エコ倶楽部】 
「春夏秋冬地元でとれる新鮮な野菜を料理に取り入  
  れます！」　　　　　　　 　　　　 【松與会館】 

食と農からのまちづくり食と農からのまちづくり

 『若勢 醸ん！ プロジェクト』
 昔ながらの酒米作り体験塾参加者募集

　稲の手植えや手刈りなど、昔ながらの方法を交えて
酒米作りに挑戦！横手の美田で自然と親しみながら、
酒米作りを体験してみませんか？(年数回体験作業を予定)
◆日　時　６月１日(火)、午前中で終了予定
◆場　所　横手市境町地区(上八丁字村東地内)
◆内　容　酒米の田植え体験
◆定　員　先着20人
 『う～ｍｙ味噌を作ってみそ！』
 親子手前味噌作り教室参加者募集

　横手の食に欠かすことのできない味噌。親子で伝統
の味、自分だけの味噌作りに挑戦してみませんか？　
(11月頃に樽開きの予定)
◆日　時　６月６日(日)、午前10時から
◆場　所　平鹿生涯学習センター
◆参加費　１組2,000円 ※１組15㌔の味噌を仕込みます
◆定　員　先着15組

■どちらの参加申込みも・・・
　申込受付　５月６日(木)午前９時から　
　申 込 み　市産業経済部マーケティング推進課
　　　　　　　45-5537

■『よこて発酵文化研究所』では、

今年度も〝横手の食〟の可能性

を追求します！

わがじぇ、カモン！

(Come-on)

わがじぇ、カモン！

(Come-on)

横手市民『食のアカデミー』受講生募集
～地産地消料理講習会５月期～

　『新緑を味わう、彩り野菜と寿しまんま』をテー
マに、行楽・農作業の合間のお茶うけにもってこい
の〝寿しまんま〟を作ります。春野菜をたっぷり使
って楽しく作りましょう！
◆日　　時　５月19日(水)、午前10時～午後１時　 
◆場　　所　大雄ふれあいホール
◆定　　員　先着20人
◆参 加 費　500円
◆申込受付　５月６日(木)午前９時から
◆申 込 先　よこて「食のアカデミー」　35-2193
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と
の

接
点
を
増
や
す
工
夫
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
全
部
の
会
議
に
私
が
出
向
く
こ

と
は
物
理
的
に
難
し
い
こ
と
で
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
担
当
副
市
長
と
分
担
し

な
が
ら
協
議
会
に
臨
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
て
各
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
る
地
域
で
は
「
効
率
的
に
話
し
合
い

を
進
め
る
た
め
に
、
分
科
会
を
設
け
て
は

ど
う
か
」、「
委
員
以
外
に
も
特
定
の
分
野

に
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
方
を

協
議
会
に
招
い
て
は
ど
う
か
」
な
ど
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
と
は
別
に
ま
ち
づ
く
り
の
実
働
部

隊
を
組
織
化
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
地

域
の
代
表
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
す
る
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
局
と
委
員

の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
で
、
各
地
域
の

特
色
あ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
担
当
課
が
設
定
し
た
10
回
と
い
う
会

議
の
回
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
話

し
合
い
の
質
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
各

地
域
の
取
り
組
み
を
広
く
知
る
立
場
に
あ

る
私
や
副
市
長
が
地
域
に
出
向
い
て
、
他

の
地
域
の
取
り
組
み
や
ア
イ
デ
ア
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
各
協
議
会
の
話
し
合
い
や

活
動
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
担
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

十文字地域づくり協議会
での冒頭のあいさつ
（４月19日、幸福会館）

Topics

スポーツ少年団各支部が結団式  

　市スポーツ少年団各支部で新入団員の入団式や結団
式が、週末ごとに行われています。大雄支部結団式は
４月17日に農業者トレーニングセンターで行われ、８
単位団、120人の団員が参加。大雄ジュニアレーシング
（スキー）の遠藤広大くんが「家族への感謝の気持ちを
大切に活動をがんばります」と力強く宣誓しました。

地域ぐるみでおもてなし
■ＪＲ東日本『駅からハイキング』（横手）

大屋沼からまっすぐ伸びた東山道を、歴史を感じながら歩く参加者（左）

　４月18日、大屋梅で知られる栄地区で、地区の名所を
歩いて巡るＪＲ東日本の日帰りイベントが開かれました。
　県内外からの参加者と地元のボランティアスタッフ約
60人は、栄神社（写真右）を皮切りに大屋沼や古代の官
道である東山道などを約２時間をかけて散策。前日には
雪が降るなど冷え込みが続き、満開が期待された大屋梅
の花はつぼみの状態でしたが、駅での出迎えから見送り
まで、尽きることのない地域の人々の心のこもったおも
てなしに、参加者は大満足の様子でした。

■第23回横手凧揚げ大会（横手）

願いを込めて「大空に舞い上がれ！」

   

　４月９日、駅前町に社会福祉法人横手福祉会が建設
を進めていた『特別養護老人ホームさくら』が完成し、
竣工式と施設の一般公開が行われました。同施設は定
員29人で他にショートステイとデイサービスも併設。
落ち着きのある建物と明るく丁寧なスタッフが、地域
に親しまれるアットホームな施設を目指します。

地域に親しまれる施設に （横手）

　４月11日、各地の凧揚げ愛好者が集う『第23回横手凧
揚げ大会』がグリーンスタジアムよこて駐車場で開かれ、
県内外の団体や地元の家族連れなど約150人が参加しま
した。当日はほどよい風が吹く絶好の凧揚げ日和。子ど
もたちの健やかな成長を願って毎年この大会を主催して
いる『横手凧の会』の木島久一会長が「みんなの願いが
天まで届くように元気に楽しんでください」とあいさつ
すると、参加者は歓声を上げながら手作りの自慢の凧を
空に泳がせていました。代わる代わる凧揚げを楽しむ参加者 各地の名凧が横手の空に踊る

道路横断時の安全対策を再確認

  春の全国交通安全運動が４月６日から15日まで行われ
ました。
　４月10日には、交通死亡事故ゼロを目指す日として、
雄物川町薄井老人クラブが交通安全教室を開催。約30人
の会員が、横手警察署の保坂交通課長から体験用の信号
機や横断歩道セットを利用した安全指導を受けました。
歩行者が道路を横断する際に自動車に接触すると重大な
事故につながるなど、交通安全意識の高揚が事故の未然
防止につながることを再確認していました。

■薄井老人クラブが交通安全教室（雄物川）

  交通安全体験用セットを利用して講習を受ける参加者

地域の話題

たこ
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長崎　貴久子さん
ながさき　きくこ（34歳・横手） 

　

平
成
17
年
に
結
婚
し
、
ご
主
人

の
仕
事
の
異
動
で
昨
年
４
月
、
秋

田
市
か
ら
横
手
市
に
住
み
始
め
た

貴
久
子
さ
ん
は
岩
手
県
釜
石
市
の

出
身
で
す
。
現
在
は
、
３
歳
の
息

子
太
一
く
ん
と
の
３
人
暮
ら
し
で

子
育
て
奮
闘
中
で
す
。

　

「
釜
石
市
は
太
平
洋
に
面
し
て

い
る
の
で
魚
介
類
が
新
鮮
で
す
が
、

横
手
は
果
物
が
豊
富
で
特
に
ぶ
ど

う
や
り
ん
ご
は
お
い
し
い
で
す
ね
。

親
類
に
果
物
を
送
る
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
最
初
は
雪
の
多
さ
に
驚

き
ま
し
た
が
、
学
生
の
頃
に
ス
キ

ー
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
趣
味
の
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
が
楽
し
め
そ
う
な
の
で
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
横
手
の
食
文
化
に
も

興
味
が
あ
り
様
々
な
料
理
に
挑
戦

し
た
結
果
、
納
豆
汁
づ
く
り
が
一

番
難
し
か
っ
た
と
い
う
貴
久
子
さ

ん
。
今
話
題
の
横
手
や
き
そ
ば
の

食
べ
歩
き
も
し
て
み
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
横
手
で
楽
し
み
た
い

こ
と
を
尋
ね
る
と
「
今
は
あ
ま
り

時
間
に
余
裕
が
な
い
の
で
遠
く
に

出
か
け
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す

が
、
大
切
な
家
族
３
人
で
ゆ
っ
く

り
温
泉
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
」

と
明
る
い
笑
顔
で
は
き
は
き
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

高橋　愛実さん
たかはし まなみ（23歳・十文字）

 

　

優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な
愛
実
さ
ん
は
、
ゆ

あ
さ
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
赤
坂
）
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
は
保
育
士
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
と

い
う
愛
実
さ
ん
は
、
医
療
や
福
祉
の
分
野
に
も

興
味
が
あ
り
、
高
校
卒
業
後
は
仙
台
医
療
福
祉

専
門
学
校
に
進
学
。
現
在
の
職
場
で
受
付
や
医

療
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
「
最
後
ま
で
お

客
様
に
気
持
ち
よ
く
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
あ
い
さ
つ
や
笑
顔
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
元
気
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

も
う
一
度
一
人
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

あ
と
は
、
高
校
の
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
大
阪

　

を
ゆ
っ
く
り
観
光
し
て
み
た
い
で
す
。

◆
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

一
緒
に
い
て
楽
し
い
人
が
い
い
で
す
ね
。
将

　

来
結
婚
し
た
ら
子
ど
も
は
２
人
ぐ
ら
い
ほ
し

　

い
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
自
分
磨
き
に
励
み
た

　

い
と
思
い
ま
す
（
笑
）

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。高橋さんは、前回
の佐藤さんからのご紹介です。

■面積　441.42k㎡
■人口　40,338人
■世帯　17,586世帯

岩手県

釜石市
青森県

宮城県

秋
田
県

雄物川.ママ【雄物川】

　バレー好きな仲間が集まり、ケガのないように
“明るく・楽しく”をモットーに、30年程前に結
成された雄物川.ママ。
　現在、20代から50代のメンバー15人が所属し、
全国大会の県予選や県のレディース大会などの上
位入賞に向け、仕事や家事の合い間をぬって毎週
火曜日の午後７時から９時まで、雄物川体育館で
練習に励んでいます。
　「バレーが大好きだから、みんなと汗を流し練
習するのが楽しくてたまりません。大きな声を掛
け合うことでストレスも解消しています」と笑顔
で話す会員の皆さん。
　代表の藤田さんは「家族や地域の皆さんの協力
と理解のおかげで、楽しく活動しています。日頃
の運動不足解消に一緒にプレーしてみませんか。
バレー未経験者の会員もいますので、一度見学に
来てください」と話していました。
◆問合せ　藤田さん　090-9035-4255

９人制バレーボールサークル

　　　　　横手のアスパラガ
　　　　スは、県内でも生産
量がトップクラス。１日に５
㌢も伸び、朝夕２回収穫しま
す。横手産アスパラは太陽の
光をたくさん浴びて、緑が濃
く甘いのが特徴です。アスパ
ラギン酸という成分が疲れた
体を元気にしてくれますよ。

アスパラガス

（市マーケティング推進課・西川）

アスパラガスの豚肉巻き

１人分の栄養素
エネルギー…130Kcal
タンパク質…6.1g
塩　分………1.4g

材料（４人分）
○アスパラガス…８本　○豚モモ肉（うす切り）…８枚　
○レタス…２枚　○しいたけ…４個　○いちご…４個　
○サラダ油…大さじ１　○塩…小さじ１／２　○こしょ
う…適量　○しょう油…大さじ１
作り方
①アスパラガスははかまを除き、１本を三等分に切る。
　豚肉に塩、こしょうし、アスパラガスを芯にして巻く。
②しいたけは軸をとり、かさに十字に切り込みを入れる。
③フライパンにサラダ油を熱し、①の巻き終わりを下に
　して入れ焦げ目がつくよう両面を焼く。しいたけも同
　様に焼き、しょう油を加えて全体にからめる。
④器にレタスを敷き、豚肉を盛りつけ、しいたけ、いち
　ごを添える。
今月の紹介者

横手市食生活改善推進協議会
大森支部
佐々木シゲ子さん（大森）

豚肉と組み合わせることで主菜に
なり、ビタミンＢ群を多く含み、
疲労回復に役立ちます。冷めても
おいしいので、お弁当にもピッタ
リです。

主食/黄色

副菜/緑色

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

食事バランスガイド

1

1 2 1 2

2 3 4 5

2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

1

５月の旬食材

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

思えば
遠くへ
来たもんだ

 

輪
ゆ
かいだ

笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい
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献血日程
種類月日・地域

横　手

横　手

大　森

横　手

雄物川

平　鹿

実施時間実　施　場　所

横手サティ

平鹿総合病院
芝桜フェスタ会場
（大森リゾート村）

県平鹿地域振興局
横手市役所　横手庁舎

電研産業㈱秋田工場
雄物川保健センター
横手市役所　平鹿庁舎
株式会社東翔
あやめ苑
マックスバリュ平鹿町店

全血

全血

成分

事
み
悩
の
者
護
保
や
も
ど
子

　
　

す
ま
い
て
け
付
け
受
を
談
相

　
　

・
小
の
内
市、
は
で
会
員
委
育
教
市

　

象
対
を
方
の
者
護
保
の
そ
と
生
学
中

な
と
こ
の
験
受
、
動
活
部
や
係
関
人

臨
の
門
専
も
で
事
み
悩
な
ん
ど
、
ど

。
す
ま
り
た
あ
に
談
相
が
士
理
心
床◆

せ
合
問

教
校
学
会
員
委
育
教
市
／

２
５
１
２
‐
２
２

　課
育

　

象
対
を
方
の
庭
家
親
り
と
ひ

　
　

会
習
講
務
事
理
経
た
し
と

　
　

◆

間
期

月
５
／

月
９
ら
か）
土
（日

  

日
曜
土
週
毎
の
で
ま）
土
（日

◆

／
所
場

就
庭
家
親
り
と
ひ
県
田
秋

）
町
栄
北
旭
市
田
秋
（
　

◆

／
容
内
習
講

座
講）
礎
基
（記
簿

◆

／
員
定

テ
、
料
無
料
講
受
（
人

）
円
０
２
５
，
２
代
ト
ス
キ

　
◆

／
限
期
込
申

月
５

）
月
（日

◆

／
み
込
申

て
育
子
部
境
環
祉
福
市

３
３
１
２
‐
５
３

　課
援
支

　

　
　

集
募
生
修
研
農
就
規
新

　
　

◆

象
対

を
て
全
の
で
ま
④
ら
か
①
／

の
住
在
内
市
①
、
方
す
た
満

　

歳の
者
職
離
に
時
請
申
②
方
の
下
以

　

④
方
る
き
で
修
研
上
以
年
半
③
方

　

方
る
あ
の
欲
意
農
就
も
後
修
研

　
◆

数
人
集
募

／

人

◆

金
成
助

所
業
事
入
受
と
生
修
研
／

認、
体
団
農
営
落
集
や
人
法
業
農
（
　

円
万
５
額
月
に
方
双
）
者
業
農
定

　
◆

限
期
込
申

月
９
／

）
木
（日

◆

み
込
申

政
業
農
部
済
経
業
産
市
／

２
２
５
５
‐
５
４

　課
策

　

金
助
補
費
備
整
境
環
み
な
街

　
　

す
ま
し
付
交
を

　
　

ち
ま
、
で
区
地
町
内
上
と
町
黒
羽

　

、
き
づ
基
に
項
事
せ
わ
合
し
申
り
く
づ

に
方
る
れ
さ
設
新
を
垣
け
生
や
塀
板

。
す
ま
し
付
交
を
金
助
補◆

限
期
込
申

月
５
／

）
金
（日

◆

せ
合
問

課
画
計
市
都
部
設
建
市
／

  

７
１
１
５
‐
２
４

　
　

に』
館
料
資
里
の
わ
ろ
ほ
『
　
　

い
さ
だ
く
し
越
お

　
　

別
志
宇
波
「
財
化
文
要
重
定
指
国

　

形
無
要
重
定
指
国
や
」
殿
楽
神
社
神

神
月
霜
の
山
羽
呂
保
「
財
化
文
俗
民

。
す
ま
い
て
し
示
展
を
料
資
の
」
楽◆

間
期

、
末
月

分

休
無
中
間
期
※

　
◆

所
場

向
殿
楽
神
社
神
別
志
宇
波
／

）
森
大
（い

　

◆

料
館
入

料
無
／

◆

せ
合
問

財
化
文
会
員
委
育
教
市
／

０
８
４
３
‐
４
２

　課
護
保

　

の
練
訓
業
職
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『佐々木宗一郎展』『佐々木宗一郎展』
雄物川郷土資料館　特別展雄物川郷土資料館　特別展

　二科展で活躍し、独特の色彩感覚
を用いた画風が特徴の横手市大町出
身の洋画家・佐々木宗一郎氏の特別
展を開催します。初期の写実的な作
品から後期の抽象的な作品を展示し
ますので、ぜひご来場ください。　
●会　場／雄物川郷土資料館
●期　間／【前期】
　　　　　【後期】
●時　間／ 毎週月曜日、
　　　　　５月６日（木） ］
●入場料／

●問合せ／

　おはなし会　おはなし会

図書館だより図書館だより

『工藤稜の世界展』『工藤稜の世界展』
増田まんが美術館　特別企画展増田まんが美術館　特別企画展

　春の特別企画展として、仮面ライ
ダーなど石ノ森作品のキャラクター
を中心に、さまざまなジャンルのヒ
ーローをデジタルの世界で蘇らせて
いる工藤稜氏の作品を展示します。

高雄氏のサイン会も行われます。
●会　場／増田まんが美術館（増田ふれあいプラザ）
●期　間／

●時　間／ ：
●入場料／

●問合せ／

く
よ
く
も

よみがえ

information

情 報
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地域からのお知らせ

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　5月12・19日（水）
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　5月12・19日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　5月10日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  　　

 　　
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

    

  

    

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

     

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

   

  

   

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

  

 

横手図書館　　5月5・6・12日
増田図書館　  5月6・10・17日
平鹿図書館　  5月4・6・11日
雄物川図書館　5月5・6・12日
大森図書館　　5月4・6・11日
十文字図書館　5月5・6・12日
山内図書館　　5月1～5・8・9・15・16日
大雄図書館　　5月3～6・10・13・16・17日
雄物川資料館　5月6・10・17日
ゆっぷる　　　5月19日

ゆとり館　　　  5月4・11日
えがおの丘　　  5月6・10・17日
三吉山荘　　 　 5月4・11日
大森健康温泉 　 5月10・17日
ゆとりおん大雄  5月13日
南部シルバーエリア 5月6・10・17日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　5月3～5・12日
　西・南部 　　　5月1～5・8・9・
　　　　　　　　　 15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　5月6・10・17日

お出かけ前にご確認ください

診 療所
ご確認ください

休 館日

   

中国文墨画展
　文墨画家・赤川華流氏の作品を展示します。
●期間／５月１日(土)～５日（水）、午前10時～午後５時
●場所／こうじ庵 ●入場料／無料 ●問合せ／赤川さん
　018-829-5859

『みんなであそぼ！』～外遊びや工作・畑いじりなど～
●期間／５月３日(月)～５日（水）、午前９時～午後４時 
※いずれか１日でも可能 ●場所／あたごキッズ(清川町） 
●対象／小学生 ●参加費／1,000円 ●持ち物／昼食 ●申
込期限／参加日の前日 ●申込み／あたごキッズ 　41-0123

『古民家写真展（佐藤雅昭氏撮影）』
●期間／５月２日(日)～27日（木）、午前９時～午後５時
●場所／南部シルバーエリア ●入場料／無料 ●問合せ
／南部シルバーエリア 　26-3880

プルメリアキッズ『園児から中学生までのフラダンス教室』
【山内公民館会場】●日時／５月６日(木)・13日(木)・20日
(木)、午後４時30分～５時45分 ●参加費／１回500円、園
児は１回300円、毎月100円(おやつ代）
【女性センター会場】●日時／５月７日(金)・12日(水)・19
日(水)、午後５時～６時 ●参加費／１回500円、園児は１
回300円 ●問合せ／市子育て支援センター 　32-6933

横手ばら会 栽培技術講習会『初夏の手入れ』(芽かき等)
●日時／５月９日(日)午前９時30分～　●場所／横手公
園バラ園 ●参加費／無料 ●持ち物／せん定はさみ、軍
手 ●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32-6177

『つかえる英語講座』（外国人教師による英会話教室）
●日時／５月11日(火)・25(火)、午後７時～９時 ●場所
／かまくら館　●受講料／１回1,000円（初回無料） ●問
合せ／田口さん 　080-1829-4754

横手読書会５月例会
●日時／５月12日(水)午後２時～ ●演題／『横手駅前再
開発事業と駅西口広場築造事業について』 ～映像によっ
て全貌を見る～ ●講師／佐越和之氏 ●場所／女性セン
ター ●問合せ／横手図書館 　32-2662

第３回私のコレクション『中国古陶磁展』
●期間／５月12日(水)～６月９日（水）、午前９時30分～
午後５時 ●場所／秋田ふるさと村工芸美術館 ●入場料
／無料 ●問合せ／高橋さん 　32-1803

『笑いと健康』講演会（無料）
●日時／５月12日（水）午後３時～４時　●場所／秋田県
南部男女共同参画センター ●講師／辻田与五郎氏 ●問合
せ／NPO法人県南介護サポートかがやきネット 　36-0068

ディンプルアート（ステンド風 不思議塗り絵）教室
●日時／５月13日(木)、①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／かまくら館 ●参加費／2,000円（材料代等） ●定
員／各10人程度 ●問合せ／一戸さん 　25-3560

横手星の会『春の星座の探し方・土星・星雲、星団の観察』
●日時／５月15日(土)午後７時～９時（雨天・雲天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第四駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／武市さん 　33-3997

横手ＥＭ環境フレンド推進会『水質浄化活動』
　ＥＭ活性液やＥＭダンゴで沼を浄化します。
●日時／５月16日(日)午前10時～12時 ●場所／荒沼(朝
日が丘、看板あり）●問合せ／青川さん 　32-6845

自然を愛する皆さんの集い
　新緑のりんご園で、アウトドアを楽しんでみませんか。
●日時／５月16日(日)午前９時45分集合　●集合場所／
煉瓦屋（寿町） ●活動場所／横手市楢沢 高橋正一りんご園
●参加費／大人2,500円、小学生1,500円（幼児無料） ●申
込期限／５月13日(木) ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811

真美会『春の洋画展』
●期間／５月21日(金)～24日(月)、午前10時～午後６時
※21日は午後１時から公開、24日は午後４時まで ●場所
／かまくら館 ●入場料／無料 ●問合せ／真美会事務局 
佐々木さん 　32-4813

とっぴんぱらりのプー 第105回昔語りの会
●日時／５月22日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630

ほろっとキッズ『バードウォッチング』を楽しもう!
●日時／５月23日(日)午前８時30分～11時30分　●集合
場所／大仙市かみおか嶽雄館（かみおか温泉嶽の湯隣り） 
●対象／小学生（保護者参加可） ●定員／20人 ●参加費
／100円（保険代） ●申込期限／５月17日(月)　●問合せ
／ほろっとキッズ 高橋さん（沼館保育園）　22-4511

ご利用ください！『おはなし大すきの会』
　絵本や紙芝居などを使って、読み聞かせやおはなし会
を横手図書館で行っています。お気軽にご参加ください。
　また、会員も随時募集中です。
●日時／５月23日(日)午前10時30分～ ●問合せ／横手図
書館ボランティアおはなし大すきの会 黒沢さん 　32-8475

『春の野山を楽しもう！』
　新緑の保呂羽の森で動植物を観察しませんか。
●期日／５月30日(日)　●場所／保呂羽山少年自然の家 
●対象／家族、大人を含むグループ　●申込期間／５月
６日(木)～25日（火）　●問合せ／保呂羽山少年自然の家
　26-6011

明沢郷党保有講主催『自然に感謝する植樹祭』
　入学、結婚、出産、還暦などの記念植樹をしませんか。
●期日／６月６日(日) ●場所／平鹿いこいの森周辺 ●
参加費／無料　●申込期限／５月15日(土)  ●問合せ／
ゆっぷる 　25-3801

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内
容がわかるものをお寄せください。なお、内容や情報量などによって、
ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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朝市へお越しください朝市へお越しください 季節の〝美味しい〟をお届
けします。【開催日】

増　田／「２・５・９」のつく日
平　鹿／「１・４・６・８」のつく日
十文字／「３・７・０」のつく日
【問合せ】 各地域局産業建設課へ

十文字朝市
『春の感謝祭』
５月３日(月)
午前９時～

か りゅう

idobata  plazaidobata  plaza
どばたプラザい
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日本国秋田県横手市

５５
（３/16～４/15日到着分）

（３/16～４/15日到着分）

１１
20102010

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

例年より遅い開花可憐に咲く大屋梅　　　（横手栄）

例年より遅い開花可憐に咲く大屋梅　　　（横手栄）

読者の声

たくみ　Vol.54

応
募
方
法　
　

発
行
号「
５
月
１
日
号
」、
郵
便

　
　
　
　
　
　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
必
ず
「
た
よ
り
」
の
文
面
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

５
月
25
日
（
消
印
有
効
）

ぶ
ど
う
＆
洋
な
し

こ
だ
わ
り
の
ジ
ュ
ー
ス

　

４
月
に
異
動
に

な
り
１
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
全
く
経
験

の
な
か
っ
た
広
報
と
い
う
仕
事
。
先

輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
迷
惑
の
掛
け
っ

ぱ
な
し
で
す
。
な
か
な
か
進
ま
な
い

筆
の
文
才
の
な
さ
、
写
真
と
い
え
ば

ピ
ン
ボ
ケ
状
態
。
入
力
編
集
作
業
も

進
み
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
前
途
多
難
で

す
。
そ
し
て
職
員
で
あ
り
な
が
ら
、

横
手
市
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が

非
常
に
多
い
と
気
付
き
ま
し
た
。
取

材
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
、
一
筋
の
光
明
に
な
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
伸
）

造園工

　 ものづくり とは、ただ単に目的のものを作るこ
とではない。依頼した相手の思いに気を配り、心か
ら一所懸命に取り組むことで相手の満足のいく仕事
をして、はじめて ものづくり になる。　　そんな
信念のもと、庭造りに心血を注ぐ巧がいる。
　地元の高校を卒業後、冬期間だけ３シーズンにわ
たり愛知県の植木生産業者に先進地研修留学。その
研修期間を終えて家業に入るが、先代の扱う植木の
販路拡大を図るため、自身は庭造りなどの造園部門
に傾注し、独学と持ち前のチャレンジ精神で造園技
術を身に着けたという。
　「楽しみながら仕事をする」ことを信条とし、庭
造りには現場にあわせた最大限の工夫と遊び心を凝
らす。依頼主の要望はとことん聞き、それを自分が
持つ知識や技術で置き換えながら、相手の満足度を
最優先して庭造りを提案する。「そうやってできた
庭への満足度が高ければ、その評価が口コミとなっ
て次の依頼につながる」と巧は笑う。
　この道40年を越えた今も、新しいことに挑戦する
気持ちは忘れない。古来の伝統的な技法を重んじな
がらも、今の生活様式や依頼主の暮らしに合った庭
造りを常に考える。「その家の生活空間や用途に合
う庭を造ることが、依頼主の信頼に結びつく」とあ
くまでも依頼主と現場を大切にする。
　思い立ったら夜明け前から現場を訪れ、配置を確
かめたり水やりをしたりする行動派。野球やスキー
などスポーツを趣味とし、そこで培った行動力と地
域に対する愛情は、職業教育やものづくりに携わる
人の育成に力を注ぐ姿勢へとつながっている。

気配りと一所懸命な姿勢が示す
 ものづくり へのこだわり

自分にしかできない庭造りを
 生涯現役 で愉しみたい

佐々木 政義さん（59歳・大雄）
ささき　まさよし
昭和26年、旧田根森村生まれ。地元高校を卒業後、
県外での研修を経て、同46年から家業の佐々安造園
土木で植木販売、造園工事に携わる。平成５年に有
限会社ササヤスを設立。一級造園施工管理技士、一
級造園技能士。(社)秋田県造園協会理事および技術
委員会委員長など現職。平成20年度市優良技能者。

　

長
い
冬
の
生
活
も
終
わ
り
、
畑

仕
事
の
始
ま
り
み
た
い
で
気
が
せ

い
て
き
ま
し
た
。
２
月
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
洋
な
し
ジ
ュ
ー
ス
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
畑
か
ら

と
れ
た
物
が
こ
う
し
て
形
を
変
え

て
販
売
で
き
る
と
は
…
。
自
給
自

足
＋
自
ら
開
拓
、
販
売
と
、
農
家

も
何
で
も
や
っ
て
い
か
な
い
と
生

活
し
て
い
け
な
い
時
代
。
３
Ｋ
み

た
い
に
思
わ
れ
て
嫁
さ
ん
も
来
て

く
れ
な
い
…
。
共
に
働
き
、
喜
び

あ
え
る
嫁
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
ら

な
〜
と
息
子
の
う
し
ろ
姿
を
黙
っ

て
見
て
い
ま
す
。

　
（
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
・
60
歳
・
増
田
）

　

３
月
１
日
号
の
俳
句
大
会
を
読

ま
せ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
も
小
学

生
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

の
句
は
「
雪
道
で
長
靴
た
ち
の
ミ

ュ
ー
ジ
ョ
カ
ル
」
私
も
小
学
生
の

頃
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
み

ん
な
で
学
校
ま
で
の
45
分
も
の
道

の
り
を
歩
い
た
の
で
す
。
晴
れ
た

日
の
朝
は
特
に
良
い
音
が
出
た
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　
　

（
巣
鴨
の
バ
ー
バ
ー
・
64
歳
・東
京
都
）

　

隣
町
の
妹
か
ら
雄
物
川
で
取
れ

た
雑
魚
蒸
し
が
届
い
た
。
亡
き
母

が
よ
く
作
っ
て
く
れ
た
味
と
そ
っ

く
り
で
、
食
べ
る
の
が
惜
し
い
よ

う
な
気
が
し
た
が
、
懐
か
し
く
当

時
を
思
い
出
し
な
が
ら
賞
味
し
た
。

妹
よ
、
お
い
し
か
っ
た
。
そ
し
て

あ
り
が
と
う
。

（
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
・
81
歳
・
増
田
）

　

春
は
出
会
い
の
季
節
。
私
た
ち

の
会
社
に
も
新
入
社
員
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
真
新
し
い
社
服
が
と

っ
て
も
似
合
っ
て
い
ま
し
た
。
朝

の
挨
拶
は
大
き
な
声
で
!!
が
ん
ば

れ
新
入
生
!!

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
58
歳
・
十
文
字
）

　

す
っ
か
り
雪
も
と
け
る
時
期
に

な
り
、
う
ま
っ
て
い
た
ゴ
ミ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
と
思
っ
て
捨
て
た
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
よ
う

で
す
。
田
ん
ぼ
の
ゴ
ミ
も
そ
う
で

す
。
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
49
歳
・
横
手
）

　

昨
年
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
一

人
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
が
、
中
で
も
「
ふ
る
さ

と
横
手
」
の
存
在
の
大
き
さ
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し

を
す
る
中
で
自
分
の
中
で
は
ふ
る

さ
と
の
存
在
が
支
え
に
な
り
が
ん

ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
す

ば
ら
し
い
ふ
る
さ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
栗
原
研
さ
ん
・
19
歳
・
大
森
）

　

こ
の
冬
、
た
っ
ぷ
り
の
睡
眠
と

間
食
の
お
陰
で
お
腹
回
り
に
脂
肪

を
た
っ
ぷ
り
貯
め
込
み
ま
し
た
。

先
日
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
誘
わ
れ

市
民
会
館
の
あ
る
記
念
公
園
に
散

歩
に
出
か
け
ま
し
た
。
ず
っ
し
り

し
た
桜
の
大
木
は
み
ご
と
な
枝
ぶ

り
と
丸
々
と
ふ
く
ら
ん
だ
つ
ぼ
み

を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
雄
大
な
姿

に
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
い
つ
頃
植
え
ら
れ
て
、
樹

齢
は
？
開
花
宣
言
は
私
が
す
る
か

ら
ネ
な
ど
と
、
一
人
言
を
言
い
な

が
ら
桜
に
話
し
か
け
て
い
ま
す
。

体
重
減
よ
り
、
開
花
が
待
ち
ど
お

し
い
毎
日
で
す
。

（
ア
ヤ
メ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
横
手
）

　

４
月
の
初
め
に
祖
母
の
施
設
入

所
の
た
め
、
住
所
変
更
手
続
き
に

役
所
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
介
護
保
険
、
医
療
受
給
者
証
、

健
康
保
険
ｅ
ｔ
ｃ
、
同
じ
よ
う
な

書
類
を
何
枚
も
書
き
ま
し
た
。
横

の
繋
が
り
で
事
務
手
続
き
が
簡
単

に
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
・
57
歳
・
横
手
）

　

春
は
人
の
異
動
も
多
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
用
件
で
市
役
所
窓
口
を

訪
れ
る
方
が
増
え
る
季
節
で
す
。

住
所
変
更
や
出
生
届
な
ど
で
市
役

所
に
お
い
で
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の

窓
口
で
届
出
や
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
住
民
窓
口
で
は
出
生
・

死
亡
、
婚
姻
な
ど
個
人
の
重
要
な

身
分
関
係
を
公
証
す
る
『
戸
籍
』
を

取
り
扱
う
た
め
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
観
点
か
ら
各
所
の
手
続
き

を
一
括
し
て
は
行
え
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
窓

口
に
ご
案
内
し
、
必
要
な
手
続
き

を
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
面
倒

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法
は
19
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　

□
３
３
‐
６
０
６
１

（
「
た
よ
り
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【提供】
増田町物産流通セ
ンター　45-5231

　

安
全
・
安
心
へ
の
こ

だ
わ
り
栽
培
で
で
き
た

糖
度
抜
群
の
十
文
字
産

ぶ
ど
う
と
、
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン

ス
が
い
い
増
田
産
洋
な
し
を
使
用
。

漫
画
家
・
倉
田
よ
し
み
さ
ん
の
イ
ラ

ス
ト
が
映
え
る
ぶ
ど
う
と
洋
な
し
の

ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ュ
ー
ス
（
各
７
２
０

ml
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て
５
名
様
に
。

今月の読者

プレゼント

今月の読者

プレゼント

〝　　　　　〟

〝　　　　　〟

〝　　　　　〟

〝　　　　〟
た の

市報市報

矢口高雄さん
　

今
回
か
ら
表
紙
を
飾
る
『
市
報
よ
こ

て
』
の
題
字
は
、
増
田
町
出
身
の
漫
画

家
で
平
成
20
年
に
市
で
最
初
の
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
矢
口
高
雄
さ
ん
に

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
題
字
に
あ
や
か
り
、

親
し
み
と
躍
動
感
の
あ
る
広
報
紙
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
報
の
タ
イ
ト
ル
題
字
は

矢
口
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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みどりの日

こどもの日

【無料相談】  行 … 行政　　　税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
　　　　　　法 … 法律（要予約）　  　心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【 医　療 】　当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法

税

急

児

市
報
よ
こ
て
　
№
110 [ 2010年（

平
成
22年
）５
月
１
日
号
 ]

　
発
行
／
横
手
市
　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
　
〒
013-8601　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64号
　
TEL：0182-35-2162　

FAX：0182-33-6061　
　

5/1　20

行
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３日（月）「ポケットモンスター／ダイヤモンド＆パールギ
　　　　　ラティナと氷空の花束シェイミ」　　　【100分】
４日（火）「崖の上のポニョ」 　　　　　　　　　【101分】
５日（水）「ドラえもん 新・のび太の宇宙開拓史」【102分】
16日（日）「ティンカー・ベル」　　　　　　　　　【78分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

  

　今年で５回目を迎える
大森リゾート村芝桜フェ
スタ。大森スキー場の斜
面に植栽された20万株の
芝桜が緑の中に浮かび上
がります。期間中にはさ
まざまなイベントも開催
されますので、ぜひご来
場ください。
◆時　間／9：00～17：00

◆問合せ／大森地域局産業建設課 　26-2116
　※イベントの詳しい日時はお問い合わせください。

　　期間中は中学生以上の来場者に、１人100円の芝桜維持管理協

　　力金の負担をお願いします。ご協力いただいた方は、配布され

　　る入場シールでシーズン中、何回でも入場できます。
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大森リゾート村芝桜フェスタ
■５月２日（日）～23日（日）

 

　　

 

 

 

　20機を超える色とりどりの
熱気球が、ゆったりと大空を
舞う姿をぜひご覧ください。
２日（日）の午後７時からは夜
に熱気球を係留してバーナー
を焚く、幻想的なバルーング
ローを見ることができます。
◆日　時／５月２日（日）～４日（火）6：00～
◆場　所／市教育センター広場（旧蛭野小グラ
　　　　　ウンド・平鹿町浅舞字釜池175）
　※大会日程は天候により変更・中止となる場合があります。
【熱気球体験搭乗】
◆日　時／５月２日(日)・３日（月）6：30～受付
　　　　　※両日とも、先着150人に当日限り
　　　　　　有効の搭乗整理券を配布します。
◆問合せ／秋田スカイフェスタ実行委員会
　　　　　　080-3335-5370・5371

 第35回『緑の中を歩こう会』

　芝桜フェスタ会場を含む大森公園
周辺、約5kmのコースを散策します。
新緑を家族、友人で満喫してみては。
　日　時／５月23日（日）9：00受付
　場　所／リゾートハウスふれあい
　参加費／200円（誰でも参加できます）
　問合せ／大森生涯学習センター
　　　　　　26-4073

沼入りぼんでん　11：00～、厳島神社（平鹿町醍醐荒処）

デジタルアート革命『工藤稜の世界展』

　～30日、増田まんが美術館、詳しくは15ページ

雄物川郷土資料館第１回特別展『佐々木宗一郎展』

　～７月４日、詳しくは15ページ

2010秋田スカイフェスタ

大森リゾート村芝桜フェスタ

　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 社協・横手福祉センター（四日町）

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00

　心 十文字町幸福会館

　急 あさのクリニック（横手）　32-7600

　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124

　法 社協・大雄福祉センター

　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311

　行 大森コミュニティセンター　9：30～12：00

　心 大森コミュニティセンター

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 社協・横手福祉センター　10：00～12：00／13:00～

　　 15：00、社協・横手福祉センター　33-8668

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 雄物川コミュニティセンター

　税 社協・横手福祉センター

　心 増田地区多目的研修センター

　心 社協・大雄福祉センター

道の駅さんない『山菜まつり2010』

　～16日、10：00～15：00、道の駅さんない　56-1600

　急 市立横手病院（荻原医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　法 十文字町幸福会館

　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161

　　 （予約の受付は６日から）

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 社協・横手福祉センター（四日町）
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釣りキチ三平の里 天下森ふれあい農園オープン
 イワナ・ヤマメ釣りやバーベキューなどが楽しめます。
 開　園／５月２日（日）～10月31日の日曜・祝祭日
 場　所／天下森スキー場付近（増田町）
 問合せ／㈱天下森振興公社　45-9816、45-9850

◆５月２日～５日の休日救急当番医
　急 市立大森病院　26-2141急

暮らしのカレンダー

第56回県南高等学校総合体育大会 　７～10日

【市内会場】陸上競技、バスケットボール、バレーボール、卓球、柔道

た


